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免許状の授与 免許状の授与

有効期限

【案１】
○ 一律に５～１０年程度

【案２】
○ 免許状の種類により差異

【案３】
○ 更新回数により差異

免許状の更新（１回目）

免許状の更新（２回目）

授与の要件

① 学士等の学位
② 教職課程の履修

有効期限

終身有効

更新の要件

【案１】
① 一定の勤務実績
② 適格性の判定
③ 専門性向上の確認

【案２】
① 一定の勤務実績
② 適格性の判定
（更新の要件とはしないが、一定の講習受講の努力義
務を課すとともに、更新時に専門性向上の確認を行う）

【案３】
○ 免許状の種類や更新回数により更新要件に差異

（参考）

授与の要件

【案１
① 学士等の学位
② 教職課程の履修
（教育実習又は新たに創設する科目により、適格性を
確認）

【案２、案３】
① 学士等の学位
② 教職課程の履修
（＋試験の実施（案３））
③ 勤務実績を評価し、
適格性を確認

新たな免許状の授与

正規の免許状の授与
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